
























































Helping Students Develop Their Communicative Competence with a “Freeze Frames” Drama Activity
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岡山県立玉野高等学校第２学年 総合的な学習の時間 学 習 指 導 案








































評価の観点 知識及び技能 思考力・判断力・表現力等 主体的に学習に取り組む態度
探究の過程で不可欠 フリーズ・フレームに取り組 フリーズ・フレームに主体的・









次 時 主 な 学 習 活 動 評価方法
１ ウォーミングアップ













学 習 活 動 指導・支援上の配慮事項など 評価規準・方法など
１導入
・自己紹介としての「１ ○「玉野高校との関わり」がテーマのスピーチで、 ・ 行動の観察
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ワークショップ 目標「フリーズフレームを体感しよう!!」 ’20．２／ 12（水）
２年（ ）組 氏名（ ）
















１テーマ決め（５分）→２シーン選び（10 分）→休憩（10 分 進んでなければなし）
３シーン作り（ 20 分）←１・２が途中でも取り敢えず動き、動きながら考える。
↓









































































№ グループ名 ・ 人員数（男・女 ） テーマ
１ 拳の会 ・ ５（男５・女０ ） アナと雪の女王
２ 大森ＢｏＢｏ ・ ５（男３・女２ ） 今日から俺は
３ チームいつき ・ ７（男７・女０ ） 笑ってはいけない
４ やっちまった… ・ ８ （男５・女３ ） 美女と野獣
５ ヨージ ・ ９（男０・女９ ） 浦島太郎
６ 保育士's ・ ９（男０・女９ ） シンデレラ
７ Ｂ７(バナナ）ジュース ・ ８ （男３・女 ５） 大きなカブ
８ ホスピタ ・ ７ （男３・女４ ） アナと雪の女王
９ Ｍｓ．ＨＩＲＡＭＡＴＳＵ ・ ９ （男３・女６ ） シンデレラ
10 Ｂ１０班 ・ ７ （男３・女４ ） 浦島太郎
午後（５・６限）
№ グループ名（男・女 ） テーマ
１ 造田 ・ ７（男７・女０） 浦島太郎
２ ４ジョ ・ 10 （男０・女 10 ） シンデレラ
３ 宮原組 ・ ８（男８・女０ ） 月曜朝一の英語 ※
４ ラッキー・ジャッキー・じんチーズ ・ 10（男５・女５） 白雪姫
５ 藤田先生大好きクラブ ・６（男５・女１ ） 浦島太郎
６ 一樹 ・ ８（男５・女３ ） シンデレラ
７ タコヤキマントマン ・ ９（男６・女３） 猿蟹合戦
８ パワーレンジャー ・ ６（男５・女１ ） 白雪姫






グループ№…Ａ（ ） ２年（ ）組 氏名（ ）
№ グループ名 評価
自グルー 発表についての一言コメント ベスト発表に
プに○ （リーダー） Ⓐを付ける
１
２
３
４
５
６
７
８
９
評価 Ａ…全員が協力して楽しく「手引き」を踏まえた作品が作られていて、内容が観る者にもよく伝わった
Ｂ…全員で「手引き」を踏まえた作品が作られていて、内容が観る者にも伝わった
Ｃ…「手引き」が十分に踏まえられておらず、内容が観る者にあまり伝わらなかった
自グループの発表（に至る過程）や他グループの発表について自由に書いてください。
槇野　滋子
− 60 −
資料５
岡山県立玉野高等学校２年生の
ワークショップ「フリーズ・フレームを体感しよう!!」に取り組んでくれた皆さんへ
槇野 滋子（岡山大学教職大学院）
２月 12 日（水）の２時間にわたるワークショップ、お疲れ様でした。
提出してくれたワークシートに簡単なコメントを記入したものをお返しします。また「先生」を務めさせ
てもらった私の所感を以下にまとめたので、読んでもらえたらと思います。
まず言いたいのは、皆さんへのお礼です。あの場でお話ししたとおりフリーズ・フレームの指導は初めて
で、とても緊張していました。案の定、ウオーミングアップの時の声かけや発表の際の進行など「まずい!!」
「失敗した…」と思う所だらけでした。けれど、皆さん活動ぶりは見事でしたし、ワークシートの記述から
は、私の目標を遙かに超えたもっと深くて豊かな学びを得てくれたことが分かりました。「先生」の私が逆
に「フリーズ・フレームに取り組む意義」を皆さんに教えてもらいました。本当にありがとうございました。
私が今回のワークショップで目標としていたことは、文字通り「フリーズ・フレームを体感しよう!!」と
いうこと。具体的に挙げると次の６項目でした。
①言葉を用いないコミュニケーションの存在を知ること
②グループ内での言葉をしっかり用いたコミュニケーションで作ることを通じて、改めて言葉の大切さを実
感すること
③グループ員全員が協力して知恵と個性と身体を出し合って、作品作りに取り組むこと
④「実質 30 分位の限られた時間内に」「誰もが知っている古今東西のお話を」「話の筋に沿って絶対分かる
場面を入れて」「必ず全員が全場面に登場して」「背景やモノも体だけで表現して」という難易度マックスの
課題に挑戦してクリアすること
⑤発表や他グループの発表の鑑賞を通じてさらに気付きを見出すこと
⑥ ①～⑤を通じて「楽しかった」と心から思えること
皆さんのワークシートの記述には、これら全てが皆さんなりの言葉でしっかり示されていました。特にほ
とんどの人が「難しかったけど楽しかった」とコメントしてくれていたのが、何より嬉しいことでした。学
ぶことは楽しいこと―小学校に通い始めた頃、恐らく全員が感じていた「真実」でしょう。このワークショ
ップで再発見したその「真実」をこの先忘れないでほしいと、切に願います。
以下の□には、ワークシートの記述にあった「私の目標を遙かに超えたもっと深くて豊かな学び」の例を
紹介します。（斜体が特に感心した部分です）
私が皆さんに教えてもらった「フリーズ・フレームに取り組む意義」は、先生の説明が主体の一斉授業で
は実現が難しい「先生が目標とした以上の学びを生徒自身が実現させること」を、大勢の人が軽々とやって
のけられたという事実です。恩師の渡部淳先生同様に「身体全体を使い、演劇的な要素を取り入れた授業
(※)」を目指し続けている私にとって、以下のような皆さんのコメントは、その方向性が間違っていないこ
との何よりの証明になりました。※具体的な内容は、図書室にある渡部淳先生の御本を見てください。
・人に伝えるときには話すことも大事だけど、ジェスチャーや表情などで伝えようとすることが大切だ
ということが分かった。
・自分達が有名だと思ったシーンが他の映画でも同じようなシーンがあったのを知らなかったのでそこ
も考慮しなければいけないと思った。
・同じ物語でも切り取るシーンが違ったら、全然同じように見えなくて、見てて面白かったです。自グ
ループは、人数が多いのを活かすことができたと思うので良かったです。
・最初はどうなることかと思っていましたが、色々やっていくうち班のみんなが一緒になって行動して
くれたことや、絶対にやらないだろうなと思っていたことをスラスラやってくれたりして、とても嬉し
い気持ちになりました。
意外な所や友だちの頑張ってる所はとてもカッコよくみえました。
・ＡＩでは思いや感情を人に伝えることができず、人間にはそれができる。今回の授業を通して、その
ことを強く感じることができました。
最後に言いたいこと、それは「玉野高校の先生方のすばらしさ」と「様々な出会いと学び、人として生き
る喜びを与えてくれる“場”としての玉野高校のすばらしさ」です。
先生方の「桃太郎」がなかったら、フリーズ・フレームの具体的なイメージは浮かばなかったでしょうし、
あれだけ見事な作品でなかったら「負けられない」「頑張るぞ」という意欲も沸かなかったでしょう。恐ら
く先生方にとってもフリーズ・フレームは初めての体験だったはずです。「いい大人が恥ずかしい…」なん
て尻込みすることなく、皆さんのために果敢にチャレンジしてくださり、一緒になって楽しんでくださるな
んて、なんてステキな先生達なのでしょう。
そして皆さんのいる玉野高校のすばらしさ。１分間スピーチで言った通り、私はここでの様々な出会いに
育ててもらいました。渡部淳先生も、かつて玉野高校にあった国際科との出会いをきっかけに、玉野高校を
とても大切に思っておられました。今年度創立 80 周年を迎えた伝統校である玉野高校には、私や渡部先生
のような思いを持っている方々が大勢おられます。そんなすばらしい“場”の生徒だということを心の隅に
とどめて、これからも学ぶことの楽しさを実感していってください。
本来なら皆さんが作った作品の講評をすべきなのでしょうが、それをやり始めるとこの用紙が何十枚にも
なりそうで、勤務先の仕事に手がつかなくなるので許しください。それくらいステキでした!!
またどこかでお目にかかれるのを楽しみにしています。
